　邦楽ジャーナル誌2007.6特集「パソコンで尺八の縦譜を」の補足　立花　宏

縦譜作成に使用しているWORDでの文字操作の原理

　（文字のフォント、拡大率などは、適宜調整下さい）

１）通常の文字は、16ptの２文字を改行して縦に並べると、このようになります。

　　ここで言っている改行は、通常のEnterキーを押す改行ですが、WORDの機能の名称として正確には、改段落です。

あ

い

２つの行の行間は、広く開いていますが、これは、行間が１行に設定されているためです。（WORDでは、このような初期設定となっています。）

２）改行幅を固定値で小さくした場合　

楽譜として用いる場合には、これでは、譜字の間が開きすぎるので、改行幅を設定する必要がでてきます。

例えば、

（"い" の行を改行コードも含めて選択してから、メニューの［書式］→［段落］→［インデントと行間隔］の［行間］を固定値、8pt　とすると、"い" の行が上の行に文字サイズの半分の8ptだけ重なります。この場合、重ねすぎているので、重なった部分は見えなくなっています。

あ

い

３）（横）倍率を２倍に大きくした場合、メニューの［書式］→［フォント］→［文字幅と間隔］→［倍率］を200%にします。

あ

い

４）（横）倍率を大きくして改行幅を固定値で小さくした場合

あ

い

５）文字サイズ６pt、倍率400%、改行幅を6pt固定にすると、横幅は変えずに、縦に細い文字をくっつけて並べることができます。（16分音符等）

あ

い

６）上の"あ"の倍率のみを半分（この場合400％）にして２つ並べると、横幅を変えずに２文字分並べることができます。（大メリ用）

ああ

い

８）通常の文字は、16ptで２文字を並べると、このようになります。

あい

９）文字間を狭くした例　（中メリのメ）

（"あ"　を選択して、メニューの［書式］→［フォント］→［文字幅と間隔］の［文字間隔］を狭く、［間隔］を8ptとすると、"あ"の文字幅が16ptの半分の8ptとなりますので、後ろの"い" が "あ" に文字の半分だけ重なるようになります。
あい

補足：楽譜の場合ではなく、通常の文章で上記の説明文のように改行幅を必要最小限にする場合は、

メニューの［書式］→［段落］→［インデントと行間隔］の［行間］を最小値、［間隔］を0pt　とすると便利です。











































































































